
グループホーム（2ユニット）用

令和 元 年度 （様式１）

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○

○
○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
事業所は全国に３００か所を超える拠点を有する会社組織であり、山梨県内には７か所の認知
症対応のグループホームがある。当事業所は畑や果樹園、住宅等に囲まれた静かな環境にあ
り、２階建て２ユニットで通所も共有している。毎朝、全職員で会社の理念を唱和しているがそ
れとは別に「その人が送りたい生活を送れるように」を事業所独自の理念に掲げ、職員の目に
触れるところに掲示して共有している。市からの委託事業としてほっとスペース事業やオレンジ
カフェを開催したり、認知症サポーター講座に職員が参加して協力する等行政や地域との関わ
りや連携に積極的に取り組んでいる。

基本情報リンク先

山梨県山梨市小原西641-7所在地

山梨県社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/19/index.php

1  自己評価及び外部評価結果

1970200125

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 全国に約300ヵ所の拠点でグループホーム事業の展開をしており、県内に７棟の事業所があります。認
知症のケアのリーディングカンパニーを掲げご入居者様が安心して楽しく過ごせるよう日々職員は笑顔
を大切にした関わりを行っています。認知症状の緩和ため、タクティールケア認定を職員が取得し日常
的に行える体制を整え、入居者様の不安を安心に変えその人らしい生活支援に努めています。また、地
域行事へのお誘いあり地域住民として参加しご近所との関わりに努めています。H30年5月から共用デ
イサービスを開始しより一層の認知症ケアに特化した事業所を目指しています。

愛の家グループホーム山梨小原西事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和元年８月２０日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

甲府市北新１－２－１２

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和元年９月１９日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



グループホーム（2ユニット）用

（様式１）

自己評価および外部評価結果 事業所名 愛の家グループホーム山梨小原西 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

ユニット名（　たいよう　） ユニット名（　にじ　） 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い
、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

奇数月に開催している。行政、地域住民、ご家族
様等が参加し意見交換を行っている。

運営推進会議での情報共有、市から委託されてい
るほっとスペース事業を行い関係性の構築に努め
ている。

ホーム内会議で高齢者虐待についての研修を行っ
ている。3ヶ月ごとにチェックリストで確認を行い身
体拘束廃止委員会で話し合いを行い、議事録を全
職員で共有し実践している。

外部評価

毎日の朝礼で運営理念を唱和している。ホームビ
ジョンも目の付きやすい所に掲示し共有している。

会社としての理念を毎朝唱和している。これとは別に事
業所独自の理念を掲げて、全職員の目に触れる場所に
掲示し、日々のケアに繋がるように意識づけをしている。
利用者一人ひとりの生活を大切にし、「その人が送りた
い生活」を提供することを目標としている。

事業所理念を職員間で共有するだけでなく、外部の人の
目に留まるようなところに掲示して事業所の理解を得る
ことに期待したい。

地域の運動会に参加したり、お祭りに参加している
。ホーム駐車場を、お神輿の休憩所として提供し入
居者様と一緒に気分を味わっている。

自治会の回覧版等を隣に住んでいるオーナーが回して
くれるので、祭りや運動会等の情報が得られ地域行事
に参加したり、事業所を休憩所として提供し、地域住民
との交流の機会が得られている。また、ボランティアのサ
ークル活動やサロンに参加することもある。

２か月に１回、２７日の午後６時半からと決めて、開催し
ている。区長、民生委員、市担当者、包括センター、家
族、地域住民（オーナー）、管理者、ユニットリーダー等
が出席し、事業所の報告、行事に関することをはじめと
して、研修方法や職員の人材育成等についても意見交
換している。

地域にこの施設があることが十分理解されていないので
、運営推進会議をとおして、地域の人たちに施設の存在
を知ってもらい、住民と連携した防災対策の実施や地域
ボランティアとの繋がりを深めていくことに期待したい。

グループホームとしての相談や認知症の理解など
認知症サポーター講座を行っている。

運営推進会議を開き、意見交換を行っている。ヒヤ
リハットの活用や他事業所の取り組みなど参考意
見を頂くなどサービスの向上に活かしている。

自
己

外
部

項　　目

運営理念を朝礼時、唱和し共有している。

散歩、イベント時等、地域の方との会話やコミュニ
ケーションを行い交流を図っている。15周年記念に
ご近所へお赤飯を配り感謝を伝えた。

市のほっとスペース事業を委託され、認知症カフェ
を開催している。担当制になっていて、年2回は必
ず実施している。

自己評価（実践状況）

市の委託を受け、ほっとスペース事業やまちの駅でオレ
ンジカフェを開催している。認知症サポーター養成講座
や福祉大学での講座開催、キャラバンメイト、市が開催
する認知症関連会議や講座に職員が参加し、講師とし
て協力することもあり、情報交換や連携に努めている。

ホーム内会議で身体拘束についての研修を行って
いる。3ヶ月ごとにチェックリストで確認を行い身体
拘束廃止委員会で話し合いを行い、議事録を全職
員で共有し実践している。

職員研修を３か月に１回開催し、身体拘束、虐待、不適
切行為についてチェックリストを使って確認し、全体会議
で協議している。玄関、フロアーの出入り口は施錠しな
いで、利用者の動きから察知して、散歩に誘う等の対応
をし、身体拘束をしないケアを実践している。

日頃連絡を取り合い、共有している。包括からの依
頼で認知症サポーター講座を共同で開催した。

全体会議時、研修課題にして各スタッフの意識を
高めている。また、ケアチェックシートを活用しスタ
ッフ同士で振り返りを行うなどの取り組みをしてい
る。

ホーム内会議でプライバシー保護・権利擁護につ
いての研修を行っている。

全体会議、エリア合同研修等において議題にし意
識を高めている。

会議等において課題にし理解を深め意識している
。外部研修あれば周知し希望者は参加し皆で共有
している。

見学時に入居までの流れ等説明している。改定時
には事前に連絡し内容を伝え、同意書にて確認を
とっている。ご家族様に対し安心していただけるよ
う努めている。

理解し同意をしていだけるよう時間をかけ説明をし
ている。また、言いやすい環境作りに努めている。
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グループホーム（2ユニット）用

（様式１）

自己評価および外部評価結果 事業所名 愛の家グループホーム山梨小原西 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

ユニット名（　たいよう　） ユニット名（　にじ　） 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目
自己評価（実践状況）

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境
・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサ
ービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

面会時、職員からご家族様へ「何か気になることは
ありませんか」等声をかけ話しやすい雰囲気作りに
努めている。毎年、ご家族様アンケートを実施し意
見を募り、要望意見は会議時共有し、ユニットごと
リーダーが中心になり改善に努めている。

年１回会社としてのアンケートを取り利用者や家族の意
見、要望に応えている。面会時には声を掛けて話しやす
い雰囲気づくりに努めている。利用者からは食事に関す
る要望が多い。アンケート結果は運営推進会議でも報告
し、改善に努めている。

お客様アンケートを毎年実施している。昨年と比較
し改善の有無を評価したりサービスの向上に努め
ている。アンケート結果は運営推進会議で伝え、意
見を頂いている。

個別面談を定期的に行ったり、会議時等に様々な
意見提案を聞き取り業務改善等を行っている。

個人面談を定期的に行ったり、毎年職員アンケートを実
施して、意見や要望を聴き取る機会がある。職場環境や
業務改善に繋がる提案は本社も含めて検討し実現でき
るようにしている。

キャリアパス制度を活用し、個人面談時などで現状
と今後についてなど話せる環境作りに努めている。

毎年、職員アンケートを実施している。管理者によ
る個人面談を定期的に行いスタッフの意見・発言
が出来る環境を整え、働きやすい職場作りに努め
ている。

本社からの通知などは共有し働きやすい環境作り
、やりがいを感じる職場作りに努めている。

キャリアパス制度を活用し、職員一人一人の向上
を行っている。一人ひとり目標を決め、課題に取り
組み面談時で評価しながら成長できるよう取り組ん
でいる。

ほっとスペース事業等で市内の事業者と交流を持
ち、互いに参加したりしている。同法人の合同研修
、グループホーム協会の研修に参加しホーム外の
人達と交流の機会を設け質の向上に努めている。

ホーム内はもとより、外部の研修への案内等情報
共有を行い参加できる環境にある。

管理者は外部との情報交換や地域交流に出向き、
職員に周知しサービス向上に努めている。勉強会
への参加を行い、ホーム以外の関りから情報を得
、質向上を行っている。

入居前に入居審査等行い、入居者様の情報共有
を行う。入居後は日々の生活からアセスメントし、
出来ることの継続・出来そうな事への支援など安心
して過ごせる環境作りに努めている。

入居前にご家族様の要望を聞き取り、サービス内
容に反映している。面会時は「何か気になることは
ありますか？」と声をかけている。

入居審査により生活状況のアセスメントや生活歴
の収集を行い、スタッフ内で共有している。入居後
はその方の発する言葉に耳を傾けその意味合いに
対応を心掛けている。

施設での見学時にご家族が抱いている不安事や、
これからご本人様のために望むことを話せる環境
作りをしている。

ケアプランを作成し、ご家族様に内容の確認をして
頂きご本人様にとって無理のない最善な支援にな
るよう努めている。

語尾を上げ質問形式での問いかけなど、入居者様
が選択できるような声掛けをしている。職員は入居
者様同士の関係作りのため、家事仕事など会話を
しながら行うようにしている。

ケアプラン作成後、介護支援専門員・管理者が確
認し最善な対応を実施できるよう努めている。

お願いや誘うのではなく、入居者様がやりたい、や
ってみたいと自然に自発的に動ける環境作りを心
掛けている。
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グループホーム（2ユニット）用

（様式１）

自己評価および外部評価結果 事業所名 愛の家グループホーム山梨小原西 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

ユニット名（　たいよう　） ユニット名（　にじ　） 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目
自己評価（実践状況）

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

毎月職員がお便りを書き、状況を伝えている。面会
時などは家族に要望など確認している。会話すると
き、あえて家族の名前を出したり、面会時互いに楽
しく会話が出来るよう支援している。

好きだったものを家族から聞き、そこの場所へ行っ
たり記憶に働きかけ今までの習慣が継続できるよ
う支援している。

利用者や家族からこれまでの生活の様子を聴き取り、
月命日に墓参りしたり、馴染みの食堂に行ったり、家族
に電話することもある。友人や近所の方が面会に来た際
は、昔のアルバムを見ながら話題提供する等、その人に
とって馴染みの関係が継続されるように支援している。

毎月ご家族様にお便りにて様子を伝えている。面
会時には、エピソードとして伝えるよう心掛けている
。

ご近所やお友達の面会時は、居室でゆっくり過ご
せるようにしている。昔のアルバム・写真を見なが
ら話題の提供を行っている。

一人ひとりの性格や人柄などを考慮し席や外出時
等交流が持てるように工夫している。スタッフはあく
まで、橋渡し役であり入居者様様が主役であるとい
う認識を持ち支援している。

退居後の施設探しをしたり、ご家族様やご本人様
が困らないように努めている。

入居者様同士の関りから、スタッフが共有し事前に
仲介したり、話題を振ったり、会話を変えたり等行
い関係性の構築に努めている。

他施設に移ったりした時は、ご家族様に了承を得
て会いに行ったり相談員と情報を共有したりしてい
る。

どのような生活をしたいのか入居前よりご家族様
や関係者・ご本人様から話しを聞きだし、入居後も
入居者様の会話等から探り担当者がユニット会議
時などで提案したり確認したりしている。

入居前の生活の様子を本人、家族、関係者等から聴き
取り、入居後もどのような生活を希望しているか把握す
るとともに日頃の会話や表情、言葉から本人の気持ちや
願いを汲み取るようにしている。ユニット会議時に確認
や協議し、職員間で共有している。

入居前に聞き取りをし、共有している。好きだった
場所など物を継続できることは継続している。入居
後は、ご家族に聞いたりその方の人物像を大切に
している。

会話の中から想いや意向を感じ取っている。困りご
とはないか、不安はないかなども会話の言葉からく
み取りご家族と共有し入居者様の気持ちを大切に
関わりをしている。

担当のケアマネージャーやご家族から話しを聞い
たり入居者様を受け入れるようスタッフ同士で共有
を行っている。

表情だったり、会話の中より探り、一人一人のペー
スに合わせた生活が出来るよう支援している。入
居後、現状の把握に努め見極めながら対応の統一
を行っている。

月1回のユニット会議や日々の少しの変化など記
録に残し情報共有や支援方法を考えている。気付
き等はリーダーに伝え、その情報をもとにケアマネ
ージャーは聞き取り等行っている。

月１回のユニット会議には夜勤者以外は出席し、コメント
シートに記入した内容は職員間で共有し、日々の支援に
活かしている。入居時は暫定的なケア計画を作成し担
当、管理者、リーダーでモニタリングしている。モニタリン
グは月１回、アセスメントは３か月に１回実施している。

記録したり、申し送りをする中でスタッフ同士で共
有しケアの統一を行い、無理なく生活できる環境作
りに努めている。

毎月のモニタリングから、成果課題改善を会議時
共有し入居者様が困ることのないよう努めている。

情報共有をしっかり行い、変化や気付きを大切にし
ている。一人ひとりにあった観察ポイントや支援方
法など行い、ケアの統一に努めている。

ヒヤリハットから気付いたことなどスタッフ同士で共
有し、その入居者様に合った対応を行っている。ユ
ニットリーダーから職員に確認したり現状の把握に
努めている。
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グループホーム（2ユニット）用

（様式１）

自己評価および外部評価結果 事業所名 愛の家グループホーム山梨小原西 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

ユニット名（　たいよう　） ユニット名（　にじ　） 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目
自己評価（実践状況）

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるいは
、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い
、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 ]

36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

一人ひとりの性格に対しその人が求めることを支
援している。入居者様のやりたい事など会話から
聞き取り計画し実行している。

その時々で発生するニーズに対応できるよう、朝礼
時などホーム全体で調整が出来るようにしている。

一人ひとりが安心快適に地域に暮らせるように地
域行事に積極的におひさまなどに参加し地域の関
りを増やしている

本人や家族の意見を大切にしスタッフ同士連携し
支援している。

本人や家族の希望に沿った医療を受けられるように支
援している。半数以上の方が訪問医療をうけ、その他の
方はかかりつけの病院を家族の付き添いにより受診し
ている。家族の都合が悪い時は職員が対応している。受
診時は介護サマリーで本人の状況を伝え、結果は口頭
で聴いている。

市で行っている行事に参加したり、散歩を通じ地域
の方と会話したり近くのコンビニへ出向き地域住民
として過ごせるよう意識している。

家族と連絡を取りながら早めの受診を行っている。
往診もあるが、ご家族やご本人の要望により主治
医との関係を継続し受診対応を行っている。

気になることはスタッフ同士共有し記録に残したり
して訪問看護時伝えている。内容によっては受診
相談や助言など頂きケアに活かしている。

入院中などスタッフが病院へ行き主治医や相談員
に状況確認を行い、スタッフ間で共有している。入
院になった場合は、介護サマリーを渡し入居者様
やご家族様の負担にならないよう心掛けている。

毎週金曜日、訪問看護時日々の気付きなど伝えな
がら相談等行い健康管理に努めている。

入院時は病院へ面会に行き、状態の確認をしたり
、関係者と連絡を取り合いスムーズに動けるよう努
めている。

日頃からご家族の想いやにご本人様の意思を尊
重し支援にあたっている。契約時、入居時にホーム
で出来る事出来ない事を伝えている。その状態に
なったら、若しくはなりそうな場合は話し合いの場を
作り互いに納得できるよう努めている。

入居時に、本人や家族に重度化や終末期についての意
向を確認したり事業所の状況等について説明している。
本人の状況が変化した場合は話し合いの場を設けて家
族が納得できるような対応を考えている。家族が宿泊で
きるスペースがあり、週１回訪問看護のケアを受けてい
る。

緊急マニュアルを掲示したり、ホーム内で研修を行
い、緊急時の行動がとれるよう努めている。

ご家族に現状を説明し、今後どのようなことを望ん
でいるのか等確認しながらそれに応じた支援が出
来るよう努めている。

事故急変時のマニュアルの実践、研修を行い急が
ず慌てず冷静に無駄なく動けるようシュミレーション
を各々で行い確認をしている。

ホーム内研修で体制を確認したり、年2回避難訓練
を実施している。ホーム外に出掛ける時なども、ス
タッフ間で連携をとり避難を意識した誘導を行って
いる。

年２回の避難訓練を実施し、１回は夜間を想定している
。災害時の誘導を意識して、普段から利用者同士がペ
アになって移動するよう支援している。消防署の指導を
受け消火器や消火栓の使い方を全職員が体験し、ヘル
メット、備蓄品等を備え、運営推進会議で地域との連携
を協議をしている。

ホームにNGワードがあり、言葉や声掛けに意識し
た取り組みをしている。ドアは閉めプライバシーに
配慮している。

一人ひとりの人格を尊重し、それぞれの利用者に寄り添
った支援を心掛けている。トイレ誘導、居室の出入り、呼
称等には十分配慮し、言葉の掛け方やケアの仕方を職
員間で共有するとともに、日頃から利用者の表情や言葉
にも留意している。

年２回の避難訓練を実施し、普段から外出等、速
やかに行えるよう考え行動している。地域との協力
体制は、運営推進会議時に地域住民、自治会長と
話をする場を作り確認など行い、避難に備えている
。

入居者様それぞれの性格等把握し、混乱を回避す
るため職員は日頃から情報共有し、変化に対応し
ている。
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自己評価（実践状況）

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

意思表示できる方はご本人の想いや希望を出来る
だけ早く行動するよう心掛けている。家族の相談が
必要な時も早めに連絡を取り合っている。

静かに過ごしたい方、活動的に過ごしたい方など
それぞれに合った声掛けや関わりを行い、入居者
様の希望に沿った活動を支援している。

普段の会話の中で選択できる人には自己決定でき
るように働きかけている。スタッフの決めつけや思
い込みはせず、その背景を探り対応するよう努め
ている。

職員都合になってしまうこともあるが、一人一人の
希望に沿って支援している。生活パターンを皆で共
有出来るように会議時など確認している。

くし・髭剃り・タオル・コップなど準備したり、服が汚
れたときはすぐに更衣したりしている。化粧をする
方に、座ってできるよう環境を整えたり、誕生日に
化粧品をプレゼントしたり意識できるような支援を
行っている。

食材切りやお茶を入れたり箸を並べたり、食べる前
から食事に関われるよう支援している。月に1回は
外食に出掛け、皆で協力しながらフロアで調理した
りしている。

調理は主に厨房職員が行うが、食事の準備や片付けは
利用者に声を掛けて一緒に行っている。月１回はフロア
調理や外食を楽しでいて、餃子やカレーを手作りしたり、
ファミレス、回転寿司、焼き肉店等に全員で出掛ける機
会がある。職員も利用者と一緒に食事し、楽しんでいる
。

自立している方は自分で選んでるが、出来ない方
は職員が行っている。ご家族に以前の好みなど聞
き取ったりしながらその方らしいと思える支援に心
掛けている。

準備できる方、片付けられる方など個々で違うこと
を認識し、その時に応じた声掛けの工夫に心掛け
ている。フロア調理の日を決め皆で作ることをして
いる。

記録記入にて把握している。毎月の体重測定や定
期的な血液検査などで状態の把握をしている。一
人ひとりの好みがあるので、それに応じた形態で
提供している。

毎食後、一人ひとりのタイミングに合わせ声掛けを
行い実施している。毎月、歯科衛生士のアドバイス
により口腔ケアの必要性を理解し支援を行ってい
る。

日中の水分量が少なかった方には、夜間に多めに
摂取してもらうなど１日のトータルで判断している。
食事量が少ない方には、どんなものだったら食す
のか等試したりしている。

自立してる方に対しては、磨き残しにならないよう
な声掛けの工夫を行い口腔内が清潔に保たれるよ
うにしている。歯ブラシだけではなくスポンジ・舌ブ
ラシなど人に合わせ口腔ケアを行っている。

その方の排泄パターンに応じた誘導を行っている。
リハパンから布パンツになった方もいる。

チェック表で排泄リズムを把握し、個々の方に応じた誘
導をしている。入居時リハビリパンツを使用の方が下着
で生活できるようになったり、オムツ使用の方はほとんど
いない。トイレの使用が重なる時間帯は利用者のストレ
スにならないように誘導の工夫をしている。

腸を動かすため毎日散歩に行くなど自然に排泄が
あるよう支援している。訪問看護時、お腹の張りな
ど確認してもらい便秘にならないよう支援している。

その方に応じた排泄パターンで声掛けや誘導を行
っている。食事時間が一緒のため、排泄時間が重
なることが多い。優先順位を考え、使用するトイレ
に誘導をするなど工夫している。

体を動かしたり、水分を多目に摂ったりしている。
水分摂取が進まない方にはゼリー等を提供してい
る。

入浴は毎日あり、時間を決めず声掛けし確認のう
え実施している。声掛けの工夫を行い、週に2～３
回入浴していただいている。

希望があれば毎日入浴できるが概ね週２回から３回の
方が多い。入浴を拒否する方にはタイミングをみて誘い
工夫している。シャンプー等は個々の方の好みで用意し
てあり、入浴を楽しんでいる。

希望があれば毎日入る。タイミングや声掛けで入
浴実施している。入居者様のペース、動きに合わ
せ一人ひとり支援方法を統一し入居者様の混乱が
ない支援を行っている。
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グループホーム（2ユニット）用

（様式１）
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ユニット名（　たいよう　） ユニット名（　にじ　） 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目
自己評価（実践状況）

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること
」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居者様の表情や行動を見計らい静養などの声
掛けをしている。安眠につながるよう、日中は活動
的に過ごせる支援を行っている。

眠れない方にはタクティールケアを行い、安心し穏
やかに眠れるような環境作りを支援している。

食器洗い物や洗濯物干し、洗濯物たたみ、食器拭
きなどその方に合った仕事をしてもらっいている。ド
ライブが好きな方多いので、ほぼ毎日ドライブに出
掛けている。

誰がいつ何錠服用しているかを確認できるようにし
ている。変更時は申し送り共有している。いつでも
かかりつけ薬局と連絡がとれる体制になっている。

好きなものを外に買いに行ったり、その人にあった
支援を行っている。

服薬情報を共有し、いつでも確認できるようにして
いる。変更時は、送りノート・日報で共有している。

買い物の際、出来るだけ入居者様本人が支払える
よう支援している。小銭の計算等、さりげない支援
を行っている。

一人ひとりの希望が把握できていないが、希望が
あったら外食に出掛ける。お寿司は皆さんが好きな
ので行く機会行く機会が多い。月命日にはお墓参
りに行くなど、希望があれば柔軟に動く事を心掛け
ている。

お財布は事務所で管理しているが、買い物時の支
払いは入居者様にお財布を渡し支払いをしていた
だく。そうすることで自分で買ったことを覚えている
。

施設内は整理整頓に心掛け、清潔を保ち気持ちよ
く過ごせる環境作りに努めている。皆で作った作品
など飾ることで話題になったり楽しい気持ちで過ご
せるよう努めている。

玄関、廊下には利用者の作品や写真、利用者が手書き
したその日の献立が掲示され、利用者や来訪者を和ま
せている。１階と２階はエレベーターで行き来し、１階に
はコーヒーメーカーが設置され、何時でも利用できるよう
にしている。トイレ、浴室も広くフロアー全体も清潔に保
たれている。

電話の要望があれば、職員が電話し入居者様に
代わる。手紙のやり取りはないが、年賀状は毎年
書き送っている。

物をあまり置かず、安全に動ける環境にしている。
食堂とリビングで分けたようにしてくつろげるスペー
スを作っている。1Fと2Fは行き来しやすく、1Fエレ
ベーター横にコーヒーメーカーがあり、いつでも飲
めるようになっている。

共有スペースにあるテレビは会話のきっかけになっ
たり、気分転換になったりそれぞれの動きに合わ
せ支援している。

自宅で使っていたものを持ってきていただき、自分
の居場所を大切にしてもらっている。入居者様が動
きやすく生活しやすいよう配置など考え、必要あれ
ば模様替えなど手伝っている。

居室には洗面台とエアコンが備えつけてあり、ベッドやタ
ンス、テレビ、人形や写真、自分で作ったパッチワークの
壁掛け等それぞれの方の想いが込められた品が置かれ
ている。居室入口には本人が見やすく、分かり易い工夫
をした名前が掲げてある。

ソファーに座りテレビが観れる環境になっている。ミ
ニテーブルがあり、真ん中に置きお茶会を楽しむこ
とが出来る。

動きやすい動線を確保し、困惑のないよう配慮して
いる。

本人が使用していたものを持ち込み、居心地よく過
ごせるよう工夫している。ベッド、タンス、寝具類、
写真、人形など持ち込まれ昔懐かしい話を聞くこと
が出来る。

目に入りやすい位置に、居室には表札・トイレ・お
風呂など札を下げ情報を視覚に働きかけた工夫を
している。

ホームに手紙が届いたら、ご本人に渡しながら話を
し返事を書いてみたり、電話があった時は、ご本人
と変わり話をして貰ったりしている。

少人数でその入居者様のニーズに合った外出支
援を行っている。広告を見て「ここに行きたいね」の
声が聞かれれば、その日に行ったり、計画したり日
常的に動ける体制をとっている。

外食、花見、桃狩り、サーカス見学等利用者の希望や思
いを聴き外出支援している。事業所周辺の散歩をするこ
ともあるが、車でのドライブを楽しみにしていることが多
いので事前に計画しているが、日常的にもすぐに出掛け
られる体制ができていて柔軟な対応をしている。
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